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今は県知事選真っ只中であり、あちらこちらで立候補者の演

説が盛んに行われております。ちなみに前回の投票率を調

べてみましたら、43.31％でした。私は選挙管理委員会の者

ではありませんが、ぜひとも我々はロータリアンでありますか

ら、大事な一票の投票に行っていただきたいと思います。

せせらぎ三島RC創立３５周年記念例会祝辞
せせらぎ三島RC35周年、誠におめでとうございます。35年た

ちますと、せせらぎ三島RCの設立を知っている三島西RCの

メンバーも、僅かになってしまいました。今年度の当初の会

員数は36名で会員平均年齢が59才という中で、岡良森会

長・篠木喜世幹事が中心になって活動されました。大変大き

な存在感があったのは、第一グループのガバナー補佐を米

山晴敏さんが引き受けて伊豆半島のクラブをまとめ上げたこ

とに、まずは敬意を表したいと思います。またIMも加藤正幸

実行委員長を中心に盛大に開催されました。それから、国

際奉仕委員会ではカンボジアの小学校で井戸を掘削し、現

地へ行って贈呈式を行ってきたと伺っております。過去には

「タイへ放置自転車の寄贈」や「カンボジアへ中古ミシンの

寄贈」等、多くの中身の濃い活動をされているせせらぎ三島

RCの皆様にも、敬意を表したいと思います。そして今年度最

後の最後に、35周年の記念事業の発表と今日の式典の開

催と、大変多くの事業をやり遂げられ、充実した年度になっ

たことと思われます。せせらぎ三島RCは、多方面にわたる事

業にチャレンジするクラブという印象があります。これからも新

しい発想力で社会に貢献していっていただきたいと思いま

す。最後に、貴クラブの益々のご活躍と皆様方のご健勝を

祈念申し上げまして、簡単ではありますがお祝いの言葉とさ

せていただきます。本日は、誠におめでとうございます。

幹事報告
1.せせらぎ三島ロータリークラブ創立３５周年おめでとうございます。

2.明日（５月１８日）は、１８時よりみしまプラザホテルで台湾苗栗

ロータリークラブの歓迎会です。

3.６月例会予定は、FAXで改めてご案内いたします。

欠席者　秋元君、秋山君、芦川君、岩崎君、小川君、窪田君、
　　　　栗原（康）君、佐野君、清水君、須田君、諏訪部君、
　　　　橋本君、藤江君、増田君、森崎君

出席報告
出席総数

前々回 36/50 72.00% 41/50 82.00％
33/48 68.75% 53名会員総数今 回

出 席 率 メ ー ク
ア ッ プ

修 正
出 席 率

幹事　赤池克斗君

せせらぎ三島RC創立35周年記念合同例会 於：みしまプラザホテル



深めよう親睦　増やそう仲間

　せせらぎ三島RC会長　岡　良森君

せせらぎ三島RC創立35周年記念

　皆様、ようこそおいで下さいました。せせらぎ三島ＲＣの今年度

会長の岡です。本日は私共の親クラブであります三島西ＲＣ様と

の合同例会に際しまして、西クラブ平出会長のご厚意により先に

ご挨拶申し上げます。　

　本日は当クラブ設立３５周年ということで、慣例に従いまして、３

５年前（１９８９年）に当クラブのスポンサークラブとしてご奮闘いた

だきました西クラブ全ての会員様に感謝と御礼の意味を込めま

して合同例会を行い、当クラブの活動状況等をご報告できれば

と思っております。折しも今年度は、6年前に地区の編成替えが

行われ、第一グループとして活動し始めてからは、当クラブとして

初めてガバナー補佐を輩出する年度となりました。当クラブ米山

パスト会長がガバナー補佐としてすべてのクラブを訪問させて

いただき、2月にはインターシティミーティングを開催し、おかげ

様を持ちまして、成功裡に終えることができました。

また、当クラブは三島3クラブの中の孫クラブではありますが、三

島クラブ杉村会長および西クラブ平出会長のお声掛けにより、

連絡会的な活動もさせていただき、後姿を追いかける事で自ら

の会長職遂行がスムーズにできたと改めて感謝しているところ

であります。

　平成元年6月設立の当クラブは、まさにバブル期の最中に誕生

した訳で、元気印満載のスタートではなかったかと推察しており

ます。私は現在20年生ですので、詳しくは存じ上げませんが、先

輩方の話を伺う中でもそんな感じがしております。クラブ内にある

ゴルフ同好会では、グアムでゴルフをしたよという話も伺いまし

た。その後、失われた３０年ともいわれる時代の変化の中で、残

念ながら幕を下ろしたクラブもありましたが、当クラブは、現在４０

名の会員が元気に活動しております。　　ロータリークラブという

出会いの場に触れて、ロータリーつながりの中で多くの友人と知り

合い、ロータリーつながりの中でお互い自己を磨き、ロータリーつ

ながりの中で奉仕をする喜びを知り、そのつながりの中でフェ

ローシップとサービスを学んでいるところであります。この後の式

典におきましてその一端をご紹介できればと思慮しているところ

です。

既にご来賓の方々もご同席賜っております、式典にてご紹介させ

ていただきたく存じます。本日は、祝宴の最後まで、お付き合い

いただき、三島の孫クラブ、伊豆の末っ子クラブの会員の手と手

をつないでいただければ幸いです。

　どうぞ、皆様、よろしくお願い申し上げます。

台湾苗栗RC訪問団歓迎会
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